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オース トラリアにおける教師養成
ノ
J.V.NEUSTUPNY(大 阪大学)
日本語教師の役割は、歴史的変遷の過程でいつも同じ価値 を保っているわけではない。近代パ
ラダイムに属する教師は、教室でのプロセスの主役であり、学習者のほとんど唯一のモデルでも
ある。これに対 して、日本語教育の新 しいパ ラダイムにおける教師の役割は、むしろマネージャー
の立場にちかい。私たちが日本語教師養成 を計画的に展開したいを思うなら、日本語教師の歴史
的制約の変遷を十分意識する必要がある。
オース トラリアの日本語教育は、新 しいパ ラダイムが深 く浸透 しているので、日本語教師の変
わりつつある役割を考えるのにいいデータを提供 してくれる。オース トラリアの日本語教育の特
徴の中につぎのものがあげられる:
国際社会の中で、語学学習の量が大 きくなった。
日本語教育が大学以外のレベルにも広が っている。
日本語の学習が言語だけを取 りあつかっているのではな く、コミュニケーションや社会文化
的インターアクションも対象にしようとしている。
自律学習の重要性が、学習者と教師によって認められている。
学習者の習得は、言語の実際使用にもよる。
習得のための場面は、教室場面以外にも広がっているし、教育過程の参加者が多様化 してい
る。
教師の社会体系に対する意識が強 くな り、自分の社会的役割を感 じるようになっている。
これらの特徴のために、オース トラリアでの教師の数も、またその需要 もいちじるしく増えて
きた。高等教育 レベルにおける成長もはげ しいが、小、中、高校の レベルでの教師の増加が もっ
とも目立っている。また狭い意味での日本語教師だけではなく、同時に日本語によるコミュニケー
ションや社会文化(い わゆる 「日本文化」)を教えられる教師の必要性 も感 じられている。オー
ス トラリアで自律学習(学 習ス トラテジー)の 理論が広範に紹介されつつあるので、これ も日本
語教師のあ り方と関係を持たざるをえない。また、教師が教室だけで説明 と練習のアクティビ
ティーを通 して日本語を教えるものだという考え方も弱 くなってきたと言える。
しか し、オース トラリアの日本語教育が完全にポス ト近代化 しているわけでもないし、それを
内外で考える際、す くなくともつぎの問題 を考慮する必要があると思われる。
「教師」 は、必 ず しも一つ の カテ ゴ リーで はない。
実 は、私 たちが現在 「教 師」 よ りは 厂日本 語教育 の参加者」 とい うことば を使 うことが正 しい
と思われ る。教 師の他 に、TA、 種 々の協力 者、日本人のコ ミュニ テ ィーなどがあ り、また大学、
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高校、中学校、小学校、幼稚園、成人教育などのレベルがある。それぞれの日本語能力や訓練の
種類が当然異なるべ きであ り、私たちはすべての教師を、大学 レベルの教員のように考えてはな
らない。
教師 が学 習 者 の主 なモ デル だ とい う意識 。
現代の 日本語教育では、このようなことはあるべきではない。「教師=モ デル」 と教える場合、
学習者にどのように多様なモデルを与えるかということが忘れられ、一方的に教師の日本語能力
だけが問題にされがちである。(も ちろん、教師の能力が高ければ高い程いいが。)
教師 と して は、 日本 人 がい い とい う態度 。
このような態度が一部の人にある。しか し、教師を学習過程のマネージャーとして考えるなら、
ネーティブ ・スピーカーでなくてもかまわない。 日本人の場合にも、オース トラリア人の場合に
も、まず、オ尸ス トラリアの教育や日本語教育の条件をよく理解することと、教師以外の参加者
と教室以外の場面を準備できる人であれば、それでいい。
教師 は、上 か らの命令 で動 いて い る。
教師自身が積極的に日本語教育に関する計画や言語管理(LANGUAGEMANAGEMENT)
に加わるべ きである。
教 師養成 は、教育 学 部で行 われ て い る。
オース トラリアの教師は、教育学部を卒業していない場合は、他の学部を卒業 してから一年間
の教育学部のコースをとらなければならない。これは結構なことである。 しかし、これらのコー
スは、多 くの場合、教育一般について、語学教育について教え、また、語学教育の実技をさせる
が、日本語について、そして、 日本語特有の教授法にはほとんどふれない。 また、多 くの場合、
厂教育」だけ、そして 「言語」だけを対象にしているところにも問題がある。
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